
※新型コロナウイルス５類移行になりましたが、引き続き感染防止に努めています。

※「下野新聞読者登壇１０代の声」への投稿に挑戦しています。是非ご覧下さい!

学校だより学校だより 若竹 ７月号 《第15号》
学校教育目標「自ら学び考え行動する生徒」 令和５年７月３日

スローガン～やる気・笑顔・感謝～ 都賀中学校長 倉井 誠（文責）

毎日が充実！ 都賀中の学校生活から…。
●「キャリアデザイン講座」を実施しました！～6/13（火）

第5校時に「中学生向けキャリアデザイン講座」を本校全生徒を対象
に実施しました。講師は、元栃木県教育委員であり、現在有限会社フェ
ードイン代表を務めている＊＊＊＊先生です。
講話の内容は、「これからの時代」、「仕事とは」、「働くとは」、「中学

生のうちにやっておくこと」で、とても丁寧に分かりやすくお話して下
さり、生徒たちもメモをとりながら、熱心に聞き浸り、目もいつも以上
にキラキラ輝いていました。中学校で義務教育は終わりますが、その後
の自分の生き方について真剣に考える有意義な時間となったようです。

●要請訪問（学校課題研究）を実施しました!～6/20（火）

「対話を通して課題解決ができる生徒の育成」～コミュニケーション能力を高める指導の工夫～
学校課題研究のため、第5校時に3年3組で「英語：The Story

Sadako」（＊＊＊＊教諭）の研究授業を都賀地域の小学校の先生
方の参加も頂き、市教育研究所長の＊＊＊＊先生、市管理主事の
＊＊＊＊先生のご指導のもと実施しました。
生徒たちは、ペアでの会話に意欲的に取り組み、本時のゴール

「書店の店員として、お客の要望に合う本を即興で提案できる」
のために、英会話を楽しみながら仲良く頑張る姿が印象的でした。
指導の先生方からも「英会話の中に自分の意思表示をしていて

良かった」、「生徒達たちの笑顔がたくさん見られ、いい雰囲気の
中で授業が行われていた」、「本校の職員が英会話の相手になった
場面では、生徒たちは嬉しそうで安心感が生まれていた」等、多くのお褒めの言葉を頂きました。
我々、教職員の使命は何と言っても１時間１時間の授業を大切にし、その授業力、指導力向上に

あります。「教師の仕事は職人のごとく、一生勉強……。」を肝に銘じ、今後とも精進して参ります。

『 自 問 タ イ ム』 下 野 新 聞 読 者 登 壇 「１０ 代 の 声」 本 校 生 徒 掲 載 者 紹 介 ※６月末日現在

・３年生：＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊
さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、
＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん（１８名）

・２年生：＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊
さん（７名）

・１年生：＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊さん、＊＊＊＊
さん（７名）

部活動 全力を尽くす！下都賀地区総体結果
保護者の皆様には、先日の栃木支部親善大会に続き、大会会場への引率協力等、大変お世話にな

り、ありがとうございました。
いよいよ、３年生の運動部の大会は、夏の県総体のみとなります。悔いの残らぬよう、精一杯、

やりきってほしいと思います。今後とも温かいご支援ご協力等をお願い致します。健闘を祈ります。

下都賀地区総体結果（６/９～２５、敬称略） サッカー部 第３位 県出場

男子バスケットボール部 準優勝 県出場 ・1回戦：５－１乙女中

・２回戦：６９－３０間々田中 ・2回戦：３－２間々田中

・３回戦：８５－２７石橋中 ・3回戦：０－０（PK５－４）南河内第二中）

・準決勝戦：６０－５１南河内第二中 ・決勝リーグ ０勝２敗

・決勝戦 ：４８－５７小山中 （０－１大平中・栃木東中・栃木西中合同、０－５小山三中）

女子バスケットボール部 代表決定戦惜敗 卓球部

・２回戦：８５－３２栃木西中 ・男子団体１回戦惜敗：０－３国分寺中

・３回戦：５３－５４南河内第二中 ・男子ダブルス：＊＊・＊＊ペア：ベスト16 県出場
・敗復 ：５４－６９石橋中 ・女子団体１回戦惜敗：０－３小山三中 決勝T1回戦惜敗

男子バレーボール部 準優勝 県出場 ・女子ダブルス：＊＊・＊＊ペア：ベスト16 県出場



・予選リーグ ３勝 ＊＊・＊＊ペア：ベスト16 県出場
（２－０東陽中、２－１大平中、２－０壬生中） 剣道部

・決勝リーグ ２勝１敗 ・男子個人：惜敗

（２－０壬生中、２－０吹上中、０－２南犬飼中） ・女子団体：予選惜敗（0－２間々田中、１－４乙女中）

女子バレーボール部 第３位 県出場 ・女子個人：＊＊：第21位 県出場

・予選リーグ ２勝 バドミントン部

（２－０野木二中、２－０栃木南中） ・ダブルス：＊＊・＊＊ペア：第５位 県出場

・決勝リーグ ２勝１敗 ・シングルス：惜敗

（２－０小山三中、０－２大平南中、２－１栃木東中） 【本校保護者の投稿作品が掲載されました！】
男子ソフトテニス部 団体戦代表決定戦惜敗

・団体２回戦：３－０栃木東中

・準々決勝戦：０－２小山中

・敗復1回戦：１－２小山城南中

・敗復2回戦：０－２藤岡中

・個人戦：惜敗

女子ソフトテニス部 団体戦2回戦惜敗

・1回戦：２－１石橋中

・2回戦：０－２小山三中

・個人戦：惜敗

●栃木市では「小さな親切運動」を実践しています！
具体的な活動として、小中学生を対象に全市的に作文や標語の募集、表彰式、実践報告会を実施しています。生

徒の皆さんには、今後もより意識して実践していって欲しいと思います。

「小さな親切」運動とは
昭和３８年３月、東京大学の卒業式において、当時の＊＊＊＊学長が、告辞の中で卒業生に贈った言葉が、下記の
言葉です。

「小さな親切」を勇気をもってやっていただきたい。そしてそれがやがては、日本の社会の隅々
まで埋めつくすであろう、親切という雪崩の芽としていただきたい。

これがきっかけとなって、この年の６月１３日、＊＊＊＊学長をはじめ＊＊＊＊氏（当時、ＮＨＫ会長。以下同じ）、
＊＊＊＊氏（毎日新聞社長）、＊＊＊＊氏（栗田書店社長）、＊＊＊＊氏（評論家）、＊＊＊＊氏（日本女子大学学長）、
＊＊＊＊氏（実業家）、＊＊＊＊氏（日本化薬社長）の８名が提唱者となり、「小さな親切」運動が発足しました。
以来、６０年近く、“できる親切は、みんなでしよう。それが社会の習慣となるように。”をスローガンに運動を推

進、「小さな親切」運動は、日本中に広がりました。道府県に本部、市町村に支部が結成され、ますます運動は充実
し、運動参加者総数は２８４万人を超えるまでになりました。
２１世紀になって、日本はもとより世界中が大きく変化しています。このような時代だからこそ、私たちは「小さ
な親切」運動を通して、思いやりあふれる、心のかよう社会づくりを目指したいと考えています。

「小さな親切」八か条【この八か条は、日常生活の基本です。】

１ 朝夕のあいさつをかならずしましょう。
２ はっきりした声で返事をしましょう。
３ 他人からの親切を心からうけ入れ、「ありがとう」といいましょう。
４ 人から「ありがとう」といわれたら、「どういたしまして」といいましょう。
５ 紙くずなどをやたらにすてないようにしましょう。
６ 電車やバスの中で、お年寄りや赤ちゃんをだいたお母さんには、席をゆずりましょう。
７ 人が困っているのを見たら、手つだってあげましょう。
８ 他人のめいわくになることは、やめましょう。

★ まもなく夏休みです！ ★
（１）夏季休業：７月２1日(金)～８月３１日(木)
※学校閉庁日（学校業務休止期間）：８月１３日(日)～８月１６日(水)
⇒平日（1４日(月)～16日(水)）のお急ぎのご用の場合は、
⇒市教委学校教育課（☎0282－21ー2471）にご連絡ください。（受付時間：8：30～17：00）

（２）第2学期始業式：９月1日(金)
地域、保護者の皆様には、交通事故や水の事故を始め、感染防止等も含め、これまで以上に都賀中生を見守っ

て頂くとともに、温かくご指導くださいますよう、どうぞよろしくお願いいたします。お世話になります。

【まことーク】その４～「夏の雲」の呼び名いろいろ&「夏の俳句」～
○積乱雲、入道雲、雷雲、鉄鈷雲、板東太郎（武蔵地方）、丹波太郎（大阪地

かなとこ

方）、比古太郎（九州地方）、信濃太郎、石見太郎、安達太郎…。
⇒「太郎」がつくので、夏の雲は男だったのかも知れませんね？

○「干瓢の 乾く風ある 長昼寝」（上野波翠）
かんぴよう かわ ながひる ね

⇒私の大本家は、下野市のかんぴょう農家です。私の子どもの頃の夏休みは、ラジオ体操が
終わると、かんぴょう干しのお手伝いをしました。その前には決まってクワガタ取り…!
夏の太陽を浴びて（熱中症に注意）、さらに逞しい都賀中生であってほしいと願っています。

※「まことーク」は、“誠の話”をさせていただいております。




